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多
久
T A K U

吾日 三省
吾 身

吾日 三省
吾 身

吾日に 吾
が 身 を 三 省 す

吾 日 に 吾
が 身 を 三 省 す

課設置条例制定

一般会計予算  2億1,043万円を補正

第４次多久市総合計画を策定

ひひ
わわ

みみ さんさん せいせい

われわれ

T A K UT

●第１回ロボコン大会

●志田林三郎博士とクリーランド金賞メダル
私は、毎

日自分のし
たことをしばしば

反省します。



１１月定例会主な議案

２
平成２３年３月（第７号）　多久市議会だより

 
１ 
会
期

　

平
成　

年　

月
市
議
会
定
例
会
は　

月　

２２

１１

１１

３０

日
～　

月　

日
ま
で
（
会
期　

日
間
）
開
か

１２

１４

１５

れ
ま
し
た
。
今
回
は
７
人
の
議
員
が
市
政
一

般
に
対
す
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案　

件
２５

（
条
例
・
議
決
案
件　

件
、
予
算
８
件
）、
議

１７

員
提
出
議
案
４
件
（
意
見
書
３
件
、
他
１
件
）

の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

 
２ 
主
な
議
事
日
程

11
月
定
例
会

　

月　

日

１１

３０

　

月
１
〜
２
日

１２３
・
６
日

７
日

８
〜　

・　

日

１０

１３

　

日
１４

開
会

提
案
理
由
説
明

議
案
研
究

一
般
質
問

議
案
質
疑

委
員
会
審
査

討
論
・
採
決

　　
　

月
定
例
議
会

１１

　

財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の
会
か
ら
桜
苗
木

２
０
０
本
の
寄
贈
を
受
け
る
。

２
月　

日
、
中
部
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に

１８

西
渓
公
園
に
て
１
２
５
本
植
樹
。
残
り
は
中
央
公
園

に
植
樹
予
定
。

 

　

７
月
か
ら
開
始
し
た
子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
の
受
診
者
が
見
込
み
よ
り
多
い

た
め
予
算
を
増
額
補
正
。

　

重
度
心
身
医
療
費
、
障
害
者
支
援
、
乳
幼

児
医
療
費
、
生
活
保
護
費
の
需
要
が
増
え
予

算
を
増
額
補
正
。

　

県
補
助
を
使
い
、
市
庁
舎
へ
の
授
乳
室
設

置
及
び
、
公
民
館
等
へ
の
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、

子
ど
も
用
補
助
便
座
を
設
置
を
し
ま
す
。 

　

来
年
度
か
ら
部
制
を
廃
止
す
る
に
伴
い
、

政
策
・
企
画
部
門
を
集
約
し
て
所
管
す
る「
総

合
政
策
課
」
を
新
設
し
重
要
政
策
の
推
進
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
様
々
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

課
の
再
編
や
業
務
の
見
直
し
を
行
い
４
部　
２０

課
か
ら
、　

課
制
に
な
り
ま
す
。

２３

　

市
の
将
来
像
を
「
緑
園
に
輝
く　

み
ん
な

で
創
る　

文
教
・
安
心
・
交
流
の
ま
ち　

多

久
」
と
定
め
、
平
成　

年
を
目
標
年
度
と
し

３２

制
定
し
ま
し
た
。

主
な
議
案

４
件

・

等

要
望
要
望

陳
情
陳
情

狂
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
に
関
す
る
緊
急

要
請
書   
（
佐
賀
県
農
業
共
同
組
合　

他
１
）

狂
子
ど
も
手
当
財
源
の
地
方
負
担
に
反
対

す
る
意
見
書
採
択
に
関
す
る
陳
情
書

（
自
由
民
主
党
多
久
支
部
）

狂
ロ
シ
ア
大
統
領
の
北
方
領
土
訪
問
に
対

し
、
毅
然
と
し
た
外
交
姿
勢
を
求
め
る

意
見
書
採
択
に
関
す
る
陳
情
書

（
自
由
民
主
党
多
久
支
部
）

★
桜
の
苗
木
２
０
０
本

★
子
宮
頚
が
ん
対
策

★
扶
助
費
が
増
加

★
市
庁
舎
へ
授
乳
室
設
置

一
般
会
計
補
正
予
算

★
機
構
改
革

総
合
政
策
課
を
新
設

★
緑
園
に
輝
く
多
久

第
４
次
総
合
計
画

当日は大人と子供がペアになって植樹しました

新設された授乳室



多久市議会だより　平成２３年３月（第７号）
３

一般質問
 
質
問 
「
市
報
た
く　

月
号
」

１１

に
、「
平
成　

年
度
か
ら
新

２５

た
な
学
校
づ
く
り
と
し
て
、

小
中
一
貫
教
育
の
学
校
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。」と
記
述

を
し
て
あ
り
ま
す
が
、
い

つ
・
ど
こ
で
・
だ
れ
が
決
定

さ
れ
た
の
で
す
か
。

 
答
弁 
学
校
適
正
規
模
・
適

正
配
置
検
討
委
員
会
で
議
論

を
さ
れ
、
平
成　

年
８
月　

２０

１１

日
の
最
終
答
申
で
、
平
成　
２３

年
度
か
ら
小
中
一
貫
校
ス

タ
ー
ト
と
い
う
答
申
内
容
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
今
後

こ
の
答
申
を
実
行
す
る
こ
と

で
決
定
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
平
成　

年
８
月　

日

２０

２５

に
庁
議
に
お
い
て
、
実
施
期

間
に
つ
い
て
は
２
年
延
ば
し

て
、
平
成　

年
４
月
開
校
を

２５

市
で
は
決
定
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

 
質
問 
概
要
、
背
景
、
現
状
、

成
果
及
び
調
査
費
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

 
答
弁 
昭
和　

年
に
本
調
査

６０

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
平
成　
２１

年
度
に
現
地
調
査
を
終
了
し

て
、
平
成　

年
度
、
登
記
事

２３

務
を
も
ち
ま
し
て
、
す
べ
て

完
了
し
ま
す
。

　

登
記
や
税
務
な
ど
の
土
地

に
関
す
る
基
礎
情
報
の
整
備

を
図
り
、
安
全
な
土
地
利
用
、

土
地
取
引
、
各
公
共
事
業
の

促
進
と
事
業
費
の
節
減
並
び

に
土
地
所
有
者
の
財
産
の
保

全
等
を
目
的
と
し
て
、
地
籍

調
査
事
業
に
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

効
果
と
し
て
は
、
土
地
所

有
の
実
態
や
官
民
境
界
が
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

各
種
の
公
共
事
業
の
計
画
策

定
や
用
地
買
収
等
の
円
滑
化

に
寄
与
で
き
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
土
地
の
一
筆

ご
と
の
正
確
な
地
目
や
面
積

が
把
握
出
来
る
た
め
、
課
税

の
適
正
化
、
公
平
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

登
記
完
了
ま
で　

年
と
い

２７

う
長
い
年
月
と
、
総
額
で
約

　

億
７
千
万
円
の
事
業
費
を

１４費
や
し
て
い
ま
す
。

 
質
問 
今
後
の
処
理
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

 
答
弁 
土
地
の
境
界
が
確
定

を
さ
れ
、
権
利
関
係
が
明
確

に
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

土
地
境
界
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
の
未
然
防
止
に
な
る
と
と

も
に
、
土
地
取
引
や
相
続
が

円
滑
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
し
て
、
今
後
は
調

査
デ
ー
タ
の
的
確
な
保
全
と

効
果
的
な
利
活
用
を
図
る
べ

く
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

　
　

月
３
日
・
６
日
、
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問

１２
に
立
ち
ま
し
た
。
掲
載
の
一
般
質
問
は
要
点
だ
け

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

飯守　康洋 議員

小
中
学
校
再
編
計
画
・
小

中
一
貫
教
育
の
導
入
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

 
質
問 
小
城
市
の
小
城
中
学

校
北
の
県
道
・
三
日
月
小
中

学
校
南
の
県
道
は
き
れ
い
に

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
多
久

市
の
県
道
は
全
く
整
備
さ
れ

て
い
な
い
。「
女
山
ト
ン
ネ

ル
」
｢
下
鶴
の
急
カ
ー
ブ
｣

「
東
多
久
古
賀
の
宿
か
ら
右

原
」
の
県
道
は
危
険
だ
。

　
「
女
山
ト
ン
ネ
ル
」は
８
月

６
日
に
「
県
道
多
久
若
木
女

山
ト
ン
ネ
ル
建
設
促
進
期
成

会
総
会
」
が
行
わ
れ
一
応
安

心
し
た
が
、
市
長
は
東
京
ば

か
り
出
か
け
、
あ
ま
り
県
知

事
の
所
へ
陳
情
に
行
か
な
い

の
で
、
小
城
市
に
比
べ
遅
れ

を
取
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
も
っ
と
多
久
の
こ
と
を

考
え
て
欲
し
い
。
東
京
へ
は

何
を
し
に
行
っ
て
い
る
の
か

お
聞
き
し
た
い
。
市
役
所
内

で
の
行
政
に
支
障
を
来
た
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

 
答
弁 
知
事
か
ら
は
時
間
が

か
か
る
、
県
の
財
政
が
厳
し

い
と
聞
き
ま
し
た
。
計
画
通

り
に
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
再
三
申
し
上
げ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
東
京
は
多
久
市

の
た
め
に
。
特
に
５
月
と　
１１

月
は
要
望
活
動
で
動
い
て
お

り
ま
す
。
予
算
取
り
の
た
め

に
動
い
て
い
ま
す
。

 
質
問 
新
婚
さ
ん
に
１
年
間

８
組
、
１
万
円
の
補
助
と
新

聞
に
あ
り
ま
し
た
。
問
い
合

わ
せ
が
３
件
の

面
接
と
４
件
の

電
話
と
は
、
あ

ま
り
に
も
情
け

な
い
対
策
だ
。

も
っ
と
希
望
の

持
て
る
対
策
は

無
い
の
か
。
例

え
ば
市
営
住
宅

を
１
０
０
世
帯

建
て
、
家
賃
を

３
万
円
か
ら
４

万
円
で
、
新
婚

さ
ん
だ
け
を
入

居
さ
せ
る
と
２

０
０
人
と
な
り
、

５
年　

年
で
子
ど
も
さ
ん
が

１０

３
人
で
き
れ
ば
５
０
０
人
と

な
る
。
３
年
か
５
年
ご
と
に

１
０
０
世
帯
建
設
す
れ
ば
人

口
減
ど
こ
ろ
か
、
人
口
増
と

な
る
。
税
収
の
増
加
に
も
な

り
、
商
店
も
潤
う
。
ど
う
で

す
か
。

 
答
弁 
市
営
住
宅
の
空
き
家

は
無
い
。
民
間
賃
貸
住
宅
・

集
合
住
宅
は
空
家
が
あ
り
。

安
い
家
賃
だ
と
民
業
圧
迫
と

な
り
ま
す
。
市
側
と
し
て
も

お
金
が
あ
り
ま
せ
ん
。

多
久
市
の
県
道
整
備
に

つ
い
て

國信　好永 議員

多久の将来を担う子どもたち

地
籍
調
査
に
つ
い
て

今
後
の
人
口
減
少
対
策

は
ど
う
か



一般質問

 
質
問 
多
久
市
が
抱
え
る
多

く
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
考
え
方
で
事
業
推

進
を
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

①
筑
後
川
下
流
土
地
改
良
事

業
多
久
導
水
路
事
業
に
つ
い

て
工
事
着
手
の
目
途
は
つ
い

た
の
か
。

②
Ｊ
Ｒ
多
久
駅
を
中
心
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
中

核
施
設
構
想
は
ど
の
よ
う
な

も
の
を
考
え
、
そ
の
着
工
と

完
成
時
期
に
つ
い
て
、
ま
た

費
用
に
つ
い
て
は
ど
の
位
で

計
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

③
観
光
振
興
計
画
の
策
定
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 
答
弁 
①
今
後
と
も
国
、
県
、

関
係
市
及
び
地
元
の
土
地
改

良
区
な
ど
と
連
携
を
し
な
が

ら
、
右
岸
上
流
部
会
に
お
い

て
着
工
判
断
を
引
続
き
要
請

し
て
い
く
。

②
施
設
の
内
容
に
つ
い
て
は

利
用
い
た
だ
く
ユ
ー
ザ
ー
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
現
在
商

工
会
を
中
心
に
組
織
す
る
協

議
会
を
中
心
に
意
見
集
約
を

行
っ
て
い
る
。
着
工
時
期
に

つ
い
て
は
平
成　

年
工
事
ス

２５

タ
ー
ト
を
目
標
と
し
、
費
用

は
５
な
い
し
６
億
円
程
度
を

想
定
し
て
い
る
。

③
多
久
市
観
光
計
画
書
の
成

果
品
が
で
き
上
が
る
日
程
は

１
月
中
の
予
定
で
あ
る
。

 
質
問 
多
久
市
長
と
し
て
多

久
市
の
問
題
解
決
の
た
め
に

費
や
す
時
間
の
割
合
は
ど
の

位
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

 
答
弁 
市
役
所
が
開
い
て
い

る
日
は
も
ち
ろ
ん
、
休
み
の

日
で
も
危
機
管
理
の
観
点
か

ら
は
昼
夜
問
わ
ず
、
取
り
組

ん
で
い
る
。

 
質
問 
市
報　

月
号
に
お
い

１１

て
、「
平
成　

年
度
か
ら
新

２５

た
な
る
学
校
づ
く
り
と
し
て
、

小
中
一
貫
教
育
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
ま
す
。」と
公
表
さ
れ
た

が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
決

ま
っ
た
の
か
。

 
答
弁 
平
成　

年
８
月　

日

２０

２１

検
討
委
員
会
か
ら
の
答
申
を

受
け
た
直
後
に
、
教
育
委
員

会
で
決
定
さ
れ
た
の
で
、
行

政
と
し
て
は
８
月　

日
に
庁

２５

議
に
て
決
定
し
た
。

 
質
問 
小
中
再
編
、
小
中
一

貫
教
育
を
行
う
に
当
っ
て
は
、

条
例
の
改
正
や
新
た
な
条
例

の
制
定
は
必
要
な
い
か
。

 
答
弁 
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
小
学
校
、
中
学
校
の
制
度

と
し
て
の
位
置
づ
け
は
変
ら

な
い
た
め
に
条
例
の
改
正
や

新
た
な
制
定
は
必
要
な
い
。

 
質
問 
西
部
小
学
校
、
納
所

小
学
校
存
続
に
つ
い
て
の
陳

情
書
が
提
出
さ
れ
、
ま
た
荕

原
区
で
も
緑
が
丘
小
学
校
存

続
の
た
め
の
署
名
活
動
が
実

施
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
は
、

今
迄
の
推
進
計
画
を
一
旦
保

留
し
て
、
各
地
区
で
の
納
得

が
得
ら
れ
る
計
画
を
作
り
な

お
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 
答
弁 
こ
の
現
在
の
小
中
学

校
教
育
の
問
題
解
決
策
と
し

て
、
小
中
一
貫
教
育
を
導
入

し
、
効
果
的
な
小
中
一
貫
教

育
を
行
う
に
は
小
中
学
校
の

再
編
が
必
要
で
あ
る
。
各
地

域
で
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
努
力
し
な
が
ら
本
計
画
の

推
進
に
努
め
て
い
く
。

真島　信幸 議員

４
平成２３年３月（第７号）　多久市議会だより

 
質
問 　

月
市
報
で
「
新
た

１１

な
学
校
づ
く
り
と
し
て
、
一

貫
教
育
の
学
校
ス
タ
ー
ト
を

さ
せ
ま
す
」
と
あ
る
な
か
緑

が
丘
小
学
校
校
区
民
に
対
す

る
説
明
と
理
解
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
て
い
る
か
。

 
答
弁 
教
育
の
内
容
等
に
つ

い
て
は
教
育
委
員
会
で
、
学

校
施
設
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、

市
長
部
局
で
整
備
、
役
割
分

担
で
主
と
し
て
は
教
育
委
員

会
で
取
り
組
む
、
緑
が
丘
小

学
校
校
区
民
に
対
す
る
説
明

会
は
平
成　

年
２
月　

日
砂

２１

２４

原
公
民
館
で
の
１
回
だ
が
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
育
友
会
、
嘱
託
委

員
会
等
に
も
説
明
を
し
て
き

て
い
る
。
教
育
を
取
り
巻
く

環
境
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め

に
も
、
必
要
と
受
け
止
め
て

い
る
。

 
質
問 
統
廃
合
に
関
わ
る
財

源　

億
３
千
万
円
、
跡
地
跡

３７

施
設
整
備
、
通
学
路
整
備
等

を
考
え
る
と
総
額　

億
円
近

７０

く
に
な
る
と
思
う
。
５
つ
の

小
学
校
を
廃
校
し
て
「
住
み

た
い
町
多
久
」
の
街
づ
く
り

の
一
貫
と
し
て
生
か
し
て
い

く
の
で
あ
れ
ば
財
源
も
必
要
。

統
廃
合
に
関
わ
る
総
予
算
を

出
し
、
行
政
と
し
て
跡
施
設

に
対
す
る
街
づ
く
り
に
ど
の

よ
う
に
役
立
て
る
か
検
討
を

し
財
源
の
根
拠
を
示
す
べ
き
。

 
答
弁 
今
お
お
よ
そ
の
概
算

が
で
き
て
い
る
の
で
、
対
応

を
す
る
。
跡
地
に
つ
い
て
は

よ
り
よ
い
施
設
を
整
備
す
る
。

利
用
方
法
を
考
え
て
い
く
の

は
重
要
と
思
う
の
で
や
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。
首
長
と
し
て
予
算
を

提
示
す
る
以
上
は
全
責
任
が

あ
る
と
思
う
。
そ
の
つ
も
り

で
取
り
組
ん
で
い
る
。

 
質
問 
教
育
委
員
会
と
し
て

今
や
る
べ
き
こ
と
は
、
統
廃

合
を
進
め
る
こ
と
よ
り
中
央

中
学
校
の
改
善
を
学
校
当
局

と
取
り
組
む
こ
と
が
、
最
重

要
で
な
い
か
。

 
答
弁 
学
校
に
は
、
問
題
が

横
た
わ
っ
て
い
る
。
学
校
は

学
校
で
一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
。
な
か
な
か
う
ま
く
い
か

な
い
の
も
事
実
。
目
に
余
る

も
の
に
つ
い
て
は
、 
毅 
然
と

き

し
た
態
度
で
臨
む
。

 
質
問 
育
友
会
、
地
域
住
民

の
方
々
も
心
配
で
見
て
お
ら

れ
る
。
ま
ず
は
改
善
を
し
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
え

て
取
り
組
ん
で
も
お
そ
く
は

な
い
。
過
債
あ
り
き
で
進
め

る
事
業
こ
そ
、
子
ど
も
達
の

た
め
と
言
い
つ
つ
大
人
の
考

え
方
、
も
っ
と
理
解
を
え
る

べ
き
で
あ
る
。

 
質
問 
多
久
駅
自
由
通
路
等

で
、
若
者
達
の
徘
徊
ま
た
は

非
行
等
が
発
生
す
る
可
能
性

は
多
い
と
思
わ
れ
る
。
施
設

内
に
交
番
の
設
置
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

 
答
弁 
現
況
に
つ
い
て
は
、

な
か
な
か
む
ず
か
し
い
と
い

う
の
が
実
情
で
あ
る
。
駅
の

近
く
に
警
察
官
立
ち
寄
り
所

と
か
警
察
と
の
連
携
も
あ
る

の
で
し
っ
か
り
協
議
を
し
、

よ
り
よ
い
方
法
を
考
え
て
い

く
。

山本　茂雄 議員

小
中
一
貫
教
育
に
よ
る

統
廃
合
に
つ
い
て

多
久
駅
区
画
整
理
事
業

公
共
公
益
施
設
に
交
番

の
設
置
を

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て

小
中
再
編
と
小
中
一
貫

教
育
に
つ
い
て
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一般質問

 
質
問 
私
が
、
平
成　

年
９

２０

月
度
定
例
会
で
、
妊
婦
健
診

時
に
抗
体
検
査
の
実
施
と
助

成
制
度
を
提
案
し
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
国
が
動
き
出
し
ま

し
た
の
で
再
度
質
問
し
ま
す
。

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ−

１
（
ヒ
ト
Ｔ
細

胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
１
型
）

は
、
致
死
率
の
高
い
「
成
人

Ｔ
細
胞
白
血
病
（
Ａ
Ｔ
Ｌ
）」

や
、
進
行
性
の
歩
行
・
排
尿

障
害
を
伴
う
「
せ
き
髄
疾
患

（
Ｈ
Ａ
Ｍ
）」
等
を
引
き
起
こ

す
原
因
ウ
イ
ル
ス
の
こ
と
で

す
。
国
内
の
感
染
者
数

（
キ
ャ
リ
ア
）は
１
０
８
万
人

以
上
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
数

は
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
に
匹
敵

し
ま
す
。
毎
年
約
１
０
０
０

人
以
上
が
Ａ
Ｔ
Ｌ
で
命
を
落

と
し
、
Ｈ
Ａ
Ｍ
発
症
者
は
激

痛
や
両
足
麻
痺
、
排
尿
障
害

に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
一
度

感
染
す
る
と
現
代
の
医
学
で

は
ウ
イ
ル
ス
を
排
除
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
い
ま
だ
に
根

本
的
な
治
療
法
は
確
立
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
平
成　

年　
２２

１０

月
、
厚
生
労
働
省
は
、
Ｈ
Ｔ

Ｌ
Ｖ−

１
抗
体
検
査
を
妊
婦

健
康
診
査
の
標
準
的
な
検
査

項
目
に
追
加
し
、
妊
婦
健
康

診
査
臨
時
特
例
交
付
金
に
基

づ
く
公
費
負
担
の
対
象
と
で

き
る
よ
う
、
各
自
治
体
に
通

知
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
の
取

り
組
み
は
。

 
答
弁 
平
成　

年　

月
１
日

２２

１２

以
降
に
妊
婦
検
診
受
診
票
の

交
付
を
受
け
た
方
に
、
Ｈ
Ｔ

Ｌ
Ｖ−

１
ウ
イ
ル
ス
の
母
子

感
染
予
防
対
策
と
し
て
、
抗

体
検
査
を
妊
婦
検
診
の
項
目

に
追
加
し
、
無
料
で
検
診
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 
質
問 
一
部
自
治
体
で
は
、

抗
体
検
査
の
結
果
、
陽
性
の

妊
婦
に
は
授
乳
指
導
を
行
う

こ
と
で
、
効
果
的
に
感
染
の

拡
大
を
防
止
し
て
い
る
。
市

と
し
て
も
、
授
乳
指
導
な
ど

相
談
体
制
の
設
置
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 
質
問 
国
の　

年
度
補
正
予

２２

算
に
お
い
て
買
い
物
弱
者
対

策
支
援
事
業
の
募
集
が
行
わ

れ
た
が
、
市
に
お
い
て
も
、

こ
の
事
業
を
活
用
し
て
、
早

急
な
対
策
を
打
て
な
い
か
。

 
答
弁 
国
が
、
地
域
商
業
活

性
化
事
業
費
補
助
（
買
い
物

弱
者
対
策
支
援
事
業
と
し
て
、

農
業
者
等
が
小
売
業
者
と
協

力
し
て
取
り
組
む
移
動
販
売

事
業
や
商
店
が
な
く
な
っ
た

周
辺
集
落
で
行
う
ミ
ニ
ス
ー

パ
ー
事
業
な
ど
）
を
募
集
し

た
が
、
募
集
期
間
に
間
に
合

わ
な
い
の
で
こ
の
事
業
は
活

用
で
き
な
い
が
、
市
と
し
て

も
、
今
後
、
交
通
部
門
、
福

祉
部
門
、
商
工
部
門
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ−

１
（
白
血

病
ウ
イ
ル
ス
）
の
抗
体

検
査
と
助
成
制
度
の
実

施
を
！

平間　智治 議員

 
質
問 
小
中
一
貫
教
育
に
係

わ
る
統
廃
合
の
目
的
は
中
一

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
だ
っ
た
は

ず
だ
が
、
現
況
の
各
中
学
校

が
抱
え
る
問
題
は
別
の
も
の

で
は
な
い
の
か
。

 
答
弁 
課
題
と
言
う
の
は
、

毎
年
違
っ
て
く
る
し
、
ま
た

波
も
あ
る
。
問
題
の
指
摘
を

す
る
よ
り
、
頑
張
っ
て
い
る

面
に
光
を
当
て
て
行
く
の
も

必
要
だ
と
思
う
。

 
質
問 
様
々
な
問
題
が
出
た

場
合
に
、
優
先
す
べ
き
は
学

ぼ
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の

権
利
で
は
な
い
の
か
。

 
答
弁 
知
恵
を
出
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
強
い
気
持
ち

は
持
っ
て
い
る
。

 
質
問 
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交

付
金
。
こ
の
貴
重
な
自
主
財

源
を
安
定
確
保
し
て
い
く
た

め
に
、
ゴ
ル
フ
の
振
興
に
還

元
し
、
同
時
に
他
の
ス
ポ
ー

ツ
及
び
観
光
の
振
興
に
有
効

利
用
し
て
い
る
こ
と
を
ア

ピ
ー
ル
、
存
続
さ
せ
て
い
く

た
め
の
努
力
が
必
要
で
は
な

い
か
。

 
答
弁 
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交

付
金
は
性
質
上
、
特
定
目
的

の
財
源
に
充
て
る
べ
き
で
は

無
い
と
受
け
止
め
て
い
る
。

 
質
問 
体
協
な
ど
が
活
動
資

金
の
慢
性
的
な
不
足
に 
陥 
っ

お
ち
い

て
お
り
財
源
確
保
が
重
要
だ
。

特
定
財
源
の
形
を
取
っ
て
い

れ
ば
削
減
の
対
象
と
な
っ
て

も
、
必
要
な
自
主
財
源
だ
と

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。

 
答
弁 
国
に
施
策
の
理
解
を

求
め
る
時
に
そ
の
よ
う
な
や

り
取
り
は
必
要
だ
ろ
う
と
思

う
。
兵
庫
県
の
三
木
市
で
は

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
や
ジ
ュ
ニ

ア
育
成
へ
の
助
成
な
ど
行
わ

れ
て
お
り
、
ポ
ス
タ
ー
等
で

Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は

市
と
し
て
も
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。 

 
質
問 
現
在
の
よ
う
な
補
助

金
や
過
疎
債
あ
り
き
の
事
業

採
択
は
考
え
直
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

 
答
弁 
補
助
金
・
過
疎
債
に

つ
い
て
は
利
用
で
き
る
制
度

で
す
の
で
、
有
効
活
用
は
大

切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

 
質
問 
過
疎
債
を
前
提
に
校

舎
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い

る
の
で
、
小
中
一
貫
教
育
と

統
廃
合
の
話
を
個
別
の
問
題

と
し
て
議
論
で
き
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

 
答
弁 
当
初
、
行
革
プ
ラ
ン

の
中
に
適
正
規
模
の
検
討
が

あ
っ
た
。
単
純
に
統
廃
合
で

は
な
く
、
よ
り
よ
い
教
育
を

目
指
す
検
討
が
あ
っ
た
。
中

一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
等
で
小

中
一
貫
が
出
て
き
た
と
認
識

し
て
い
る
。

課
題
は
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
か 野北　　悟 議員

ス
ポ
ー
ツ
や
観
光
振
興

の
特
定
財
源
に

地
方
分
権
の
時
代
を
迎

え
る
に
あ
た
っ
て

買
い
物
弱
者
に
対
す
る

早
急
な
対
策
を
！

小小小小小小中中中中一一貫貫貫貫貫校校校校校校校小小小小小小中中中中中一一貫貫貫貫貫校校校校校校
建建建建建建建設設設設設？？？？？？建

小中一貫校
建設？

学校
統廃合
学校
統廃合

小中
一貫教育
小中
一貫教育

過疎債過疎債
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質
問
者

 
質
問 
基
本
計
画
に
お
い
て
「
教
育
環
境
に

お
い
て
地
域
格
差
が
生
じ
て
お
り
、
教
育
集

団
と
し
て
の
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
中
学
校

の
再
編
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
」
と

の
行
が
あ
る
が
、
何
処
の
地
区
が
良
く
て
、

ど
の
地
区
が
悪
い
と
判
断
し
て
い
る
の
か
、

ま
た
、「
問
題
の
背
景
に
は
、
社
会
の
変
化
や

家
庭
、
地
域
社
会
の
教
育
力
の
低
下
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
」

と
あ
る
が
、
学
校
側
に
は
何
の
問
題
は
な
い

の
か
。

 
答
弁 
１
点
目
の
質
問
に
つ
い
て
は
、
今
日

の
多
久
市
の
教
育
環
境
の
現
状
を
述
べ
た
も

の
で
あ
り
、
ど
の
地
区
が
よ
く
て
ど
の
地
区

が
悪
い
と
か
の
比
較
を
し
た
も
の
で
は
な
い
。

２
点
目
の
質
問
は
、
社
会
の
変
化
や
家
庭
、

地
域
社
会
の
教
育
力
の
低
下
と
学
校
教
育
と

の
関
係
で
あ
り
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
に
生
じ
て

い
る
学
校
に
お
け
る
諸
問
題
は
、
学
校
教
育

に
お
け
る
制
度
上
、
指
導
上
な
ど
に
そ
の
主

た
る
要
因
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
は
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
応
援
の
ま
ち
づ
く
り
と
い

う
観
点
か
ら
、
多
久
市
の
動
向
と
市
が
直
面

し
て
い
る
課
題
を
踏
ま
え
、
学
校
教
育
以
外

に
も
、
地
域
や
社
会
の
変
化
、
地
域
社
会
の

教
育
力
の
低
下
と
い
う
面
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

 
質
問 
「
現
状
と
課
題
」
に
つ
い
て
「
家
庭
に

お
け
る
教
育
力
の
低
下
に
よ
る
生
活
習
慣
の

乱
れ
…
」
と
あ
る
が
問
題
文
章
で
は
な
い
の

か
。

 
答
弁 
家
庭
教
育
力
低
下
の
顕
在
化
を
背
景

に
、
国
は
平
成　

年　

月
に
教
育
基
本
法
を

１８

１２

改
正
し
、
家
庭
教
育
や
学
校
と
家
庭
及
び
地

域
住
民
と
の
相
互
の
連
携
、
協
力
の
条
項
が

新
設
さ
れ
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
教
育
に
つ

い
て
第
一
義
的
責
任
を
有
す
る
こ
と
及
び
国

や
地
方
公
共
団
体
が
家
庭
教
育
支
援
に
努
め

る
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

 
質
問 
企
業
誘
致
実
現
件
数
平
成　

年
度

２７

（
目
標
）
３
に
つ
い
て
、
市
長
が
４
期
目
当
選

さ
れ
た
時
の
新
聞
記
事
に
お
い
て
は
企
業
誘

致
５
社
目
標
と
な
っ
て
い
た
が
何
で
３
社
に

減
っ
た
の
か
。

 
答
弁 
当
選
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た

時
の
目
標
は
５
社
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の

景
気
の
動
向
か
ら
見
て
慎
重
に
検
討
し
た
結

議議
案
質質
疑
？

？
？

　
　

月
議
会
に
上
程
の
議
案
の
中
よ
り
、
今
回

１１
は
４
議
員
が
、
左
記
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

更
に
、
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
総
務
文
教
委
員

会
及
び
産
業
厚
生
委
員
会
へ
審
議
を
付
託
、
ま

た
各
常
任
委
員
会
選
出
議
員
で
構
成
の
予
算
特

別
委
員
会
で
、
会
期
中
、
慎
重
に
審
査
し
、
議

会
で
議
決
を
行
い
ま
し
た
。

 
質
問 
被
害
状
況
と
対
策
の

現
状
は
。

 
答
弁 
被
害
額　

年
度
５
８

１９

０
０
万
円
、　

年
度
４
１
０

２０

０
万
円
、　

年
度
３
１
０
０

２１

万
円
と
減
少
。
捕
獲
頭
数　
１９

年
度
６
１
９
頭
、　

年
度
８

２０

６
３
頭
、　

年
度
９
３
９
頭
、

２１

今
年
度　

月
末
で
１
１
６
３

１０

頭
と
増
加
し
て
い
る
。

　

小
城
市
と
広
域
協
議
会
を

連
携
し
、
農
協
、
猟
友
会
、

県
、
市
で
組
織
を
構
成
。
電

柵
実
績
は　

年　

基
、　

年

２０

６９

２１

１
０
７
基
、　

年　

基
貸
し

２２

５０

付
け
し
総
延
長
は
不
明
。

 
質
問 
天
山
・
船
山
八
幡
岳
・

鬼
の
鼻
の
山
系
別
発
生
メ
カ

ニ
ズ
ム
、
生
息
状
況
や
環
境

の
把
握
は
し
て
い
る
か
。

 
答
弁 
年
１
回
生
産
組
合
長

を
通
じ
市
全
体
を
網
羅
し
て

い
る
と
思
う
。
農
地
・
水
保

全
環
境
対
策
や
中
山
間
地
直

接
支
払
の
組
織
の
中
で
動
い

て
頂
い
て
い
る
。
集
落
の
環

境
管
理
は
農
家
の
皆
さ
ん
へ

お
願
い
し
た
い
。

 
質
問 
「
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
」
は
、
非
常
勤
扱
い
で

猟
銃
税
も
軽
減
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
深
刻
な
自

治
体
は
活
動
し
て
い
る
の
に

多
久
に
は
な
ぜ
な
い
か
。

 
答
弁 
日
頃
よ
り
職
員
は
も

ち
ろ
ん
、
農
協
職
員
さ
ん
、

猟
友
会
に
お
願
い
し
て
い
る
。

防
止
隊
の
必
要
性
に
駆
ら
れ

て
い
な
い
。

 
質
問 
地
形
が
違
う
小
城
市

と
の
広
域
協
議
会
で
効
率
的

か
。
多
久
の
地
形
に
見
合
っ

た
協
議
会
が
で
き
な
い
か
。

 
答
弁 
事
業
は
別
々
に
行
っ

て
お
り
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
。

複
数
の
協
議
会
は
つ
く
れ
ま

す
が
事
務
が
煩
雑
に
な
り
考

え
て
い
な
い
。

 
質
問 
こ
の
３
年
間
の
現
状

か
ら
協
議
会
を
見
直
し
、
防

止
計
画
を
県
へ
提
出
し
て
頂

き
た
い
。
な
ぜ
な
ら
国　

％
、

５０

地
方　

％
の
負
担
金
の
う
ち

５０

地
方
分
の　

％
は
特
別
交
付

８０

税
で
財
政
措
置
さ
れ
る
仕
組

み
が
あ
り　

％
の
負
担
で
す

１０

む
。
活
用
す
べ
き
。
農
水
省

は
年
度
末
ま
で
に
あ
げ
る
と

間
に
合
う
と
の
こ
と
で
あ
る

が
対
応
は
。

 
答
弁 
こ
の
制
度
を
知
ら
ず

対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

負
担　

％
の
部
分
に
つ
い
て

１０

積
極
的
に
関
係
課
と
も
打
合

せ
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

（
農
林
課
）

　

極
め
て
重
要
な
事
、
遅
滞

な
く
対
応
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。　
　
（
市
長
）

 
質
問 
捕
獲
後
の
後
処
理
に

つ
い
て
、
ま
た
加
工
処
理
場

設
営
は
。

 
答
弁 
基
本
的
に
は
埋
却
と

考
え
る
。
処
理
場
は
補
助
事

業
で
も
あ
れ
ば
と
思
う
が
行

政
支
援
で
は
踏
み
込
め
な
い
。

猟
友
会
も
駆
除
で
手
一
杯
と

の
こ
と
。

 
そ
の
他
の
質
問

　

市
役
所
の
電
算
業
務
で
よ

り
デ
ー
タ
の
活
用
や
分
析
業

務
の
必
要
性
、
迅
速
性
、
経

費
削
減
を
目
的
に
Ｄ
Ｗ
Ｈ

（
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
）の

普
及
が
で
き
な
い
か
。

鳥
獣
被
害
特
措
法
に
照
ら

し
合
わ
せ
た
イ
ノ
シ
シ
対

策
の
状
況
に
つ
い
て

野田　勝人 議員

議案質疑

▲

議
案
甲

号
２８

第
４
次
多
久
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に
つ

い
て

真
島　

信
幸

野
北　
　

悟



議案質疑

多久市議会だより　平成２３年３月（第７号）
７

果
３
社
と
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
甘
ん

じ
る
こ
と
な
く
、
５
社
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

を
目
標
に
し
た
い
。

 
質
問 
観
光
消
費
額
平
成　

年
度
（
実
績
）

２１

　

億
円
９
６
０
０
万
円
に
つ
い
て
、
観
光
振

１６興
計
画
で
は　

億
５
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

１６

る
が
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
。

 
答
弁 
観
光
振
興
計
画
で
の　

億
５
百
万
円

１６

が
正
し
い
の
で
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

 
質
問 
日
常
生
活
の
中
で
男
女
差
別
が
あ
る

と
答
え
た
人
の
割
合
平
成　

年
度
（
目
標
）

２７

０
％
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
施

策
を
行
っ
て
０
％
を
目
指
す
つ
も
り
か
。

 
答
弁 
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識

調
査
で
は
「
日
常
生
活
の
中
で
男
女
差
別
が

あ
る
」
と
答
え
た
人
の
割
合
は　

％
で
あ
っ

４１

た
の
で
、
平
成　

年
度
に
は
限
り
な
く
ゼ
ロ

２７

を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
目
標
値
を
０
％
に

設
定
し
た
。
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
は
、

男
は
仕
事
、
家
事
・
育
児
は
女
の
仕
事
と
い

う
役
割
分
担
意
識
を
改
革
す
る
た
め
に
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
講
座
の
開
催
、
行
政
区
や
各

種
団
体
な
ど
へ
の
出
前
講
座
、
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
寸
劇
等
に
よ
る
啓
発
活
動
を
行
う
。

 
質
問 
第
３
次
の
計
画
の
中
に
も
無
い
学
校

統
廃
合
を
前
提
と
し
て
、
こ
の
計
画
が
作
成

さ
れ
て
い
る
の
は
、
行
政
手
法
と
し
て
非
常

に
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

 
答
弁 
学
校
再
編
、
小
中
一
貫
教
育
の
導
入

は
市
が
取
り
組
む
大
き
な
課
題
と
し
て
位
置

付
け
て
い
る
。

 
質
問 
学
校
統
廃
合
を
街
づ
く
り
の
観
点
か

ら
分
析
し
て
、
人
口
減
少
に
ど
の
程
度
影
響

が
出
る
か
、
駅
前
開
発
や
定
住
対
策
と
の
整

合
性
は
取
れ
て
い
る
か
な
ど
の
議
論
は
さ
れ

た
の
か
。

 
答
弁 
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
り
、

た
く
未
来
会
議
で
将
来
像
な
ど
を
議
論
い
た

だ
き
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
総
合
計
画
審
議
会

で
審
議
し
て
い
た
だ
い
た
。

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

　
　
  
質
問
者

 
質
問 
地
目
別
に
取
得
単
価
（
円
／
㎡
）
を

示
し
、
そ
の
単
価
は
ど
の
よ
う
な
基
準
に

な
っ
て
い
る
か
紙
資
料
に
て
提
出
し
、
説
明

を
し
て
欲
し
い
。

 
答
弁 
用
地
単
価
の
積
算
に
つ
い
て
は
公
共

用
地
の
取
得
に
伴
う
損
失
補
償
基
準
等
に
基

づ
い
て
行
い
ま
す
。
今
回
の
具
体
的
な
土
地

の
価
格
の
算
出
方
法
は
、
多
久
市
、
ま
た
は

佐
賀
県
等
が
行
っ
た
直
近
の
地
目
別
公
共
用

地
買
収
実
績
価
格
に
、
今
回
買
収
予
定
値
の

地
域
要
件
を
比
較
し
、
土
地
価
格
比
準
表
、

格
差
率
、
下
落
率
を
乗
じ
て
算
出
し
て
い
る
。

地
目
別
に
は
山
林
は
、
㎡
当
り
８
２
０
円
か

ら
８
６
０
円
、
雑
種
地
は
、
㎡
当
り
２
２
０

０
円
か
ら
１
万
７
１
０
０
円
、
公
衆
用
道
路

に
つ
い
て
は
、
㎡
当
り
７
３
０
円
か
ら
４
６

０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
各
地
目
ご
と
に
単

価
の
差
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
各
土
地
条
件
の

差
に
よ
る
価
格
差
と
な
っ
て
い
る
。

 
質
問 
仮
に
議
案
が
否
決
さ
れ
た
場
合
、
違

約
金
の
支
払
い
と
か
損
害
賠
償
な
ど
生
じ
な

い
の
か
。

 
答
弁 
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
ま
た
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第

３
条
に
お
い
て
、
地
方
自
治
法
第　

条
第
ｌ

９６

項
８
号
の
規
定
に
よ
り
今
回
の
財
産
取
得
に

つ
い
て
は
議
会
の
議
決
が
必
要
。

　

仮
契
約
を
結
ぶ
に
際
し
て
、
議
会
の
議
決

後
に
本
契
約
と
な
る
旨
の
説
明
は
し
て
い
る

の
で
、
違
約
金
の
支
払
い
、
そ
の
他
、
損
害

賠
償
の
責
任
は
生
じ
な
い
と
思
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
再
度
相
談
す
る
こ

と
が
あ
っ
て
も
契
約
い
た
だ
け
る
か
ど
う
か

確
約
も
で
き
な
い
し
、
信
用
関
係
は
崩
れ
て

い
く
と
思
う
。

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

　
　
  
質
問
者　
　
　
  

 
質
問 
当
初
計
画
よ
り
変
更
に
な
っ
た
理
由

は
。

 
答
弁 
当
初
、
こ
の
歩
道
橋
に
つ
い
て
は
、

市
道
中
多
久
環
状
線
及
び
Ｊ
Ｒ
唐
津
線
の
軌

道
、
そ
れ
か
ら
市
道
上
の
原
・
中
小
路
線
の

３
つ
を
ま
た
ぐ
１
本
の
歩
道
の
新
設
で
の
計

画
で
し
た
。
こ
の
計
画
を
進
め
る
に
は
土
地

の
確
保
と
い
う
こ
と
で
地
権
者
の
方
に
相
談

す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
確
認
さ
せ
て
頂

い
た
と
こ
ろ
協
力
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
よ

う
な
こ
と
で
判
明
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
計

画
は
断
念
し
、
中
多
久
環
状
線
を
ま
た
ぐ
歩

道
橋
を
作
り
、
現
在
の
既
存
の
歩
道
橋
に
接

続
す
る
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
い
ま
す
。

 
質
問 
利
用
者
を
何
人
と
見
込
ん
で
あ
り
ま

す
か
。

 
答
弁 
事
業
費
の
概
要
の
資
料
の
と
お
り
、

３
キ
ロ
以
上
の
場
合
で
５
２
９
名
、
２
キ
ロ

以
上
の
場
合
で
２
６
４
名
と
利
用
者
を
見
込

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 
質
問 
構
造
の
概
要
の
説
明
を
。

 
答
弁 
中
多
久
環
状
線
を
ま
た
ぐ
歩
道
橋
と

い
う
こ
と
で
、
中
多
久
環
状
線
の
両
側
に
橋

脚
を
立
て
、
そ
の
上
を
、
市
道
の
上
空
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
桁
を
渡
し
て
歩
道
橋
を
作
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
既
存
と
の
歩
道
橋

に
高
低
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
階
段
で
取
り

付
け
を
行
う
よ
う
な
構
造
に
な
る
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

 
質
問 
接
続
す
る
既
設
の
歩
道
橋
の
築
年
及

び
構
造
の
説
明
を
。

 
答
弁 
昭
和　

年
３
月
竣
工
で
、
築　

年
が

５９

２６

今
経
過
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
直
接
基
礎

と
い
う
形
で
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
質
問 
「
佐
賀
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

と
の
合
法
性
は
。

 
答
弁 
設
計
時
に
佐
賀
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く

真
島　

信
幸

吉
浦
啓
一
郎

▲

議
案
甲

号
４２

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

飯
守　

康
洋

真
島　

信
幸

▲

議
案
乙
第

号
４６

平
成　

年
度
多
久
市
一
般
会
計
補
正
予
算

２２

（
第
３
号
）

土
木
費
、道
路
橋
り
ょ
う
費
、中
多
久
歩
道

橋
新
設
に
要
す
る
経
費（
４
２
０
万
円
）に

つ
い
て



８
平成２３年３月（第７号）　多久市議会だより

 
総
務
文
教
委
員
会 

議
案
甲
第　

号
…
多
久
市
課
設
置
条
例

２７

　

本
案
は
、
来
年
４
月
に
計
画
予
定
の
機
構

改
革
に
伴
い
部
制
が
廃
止
に
な
る
た
め
、
課

設
置
条
例
の
制
定
及
び
関
係
条
例
の
一
部
改

正
を
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

部
制
を
廃
止
す
る
理
由
は
、
部
署
ご
と
の

対
応
や
決
定
の
迅
速
化
、
説
明
責
任
の
明
確

化
を
よ
り
促
進
さ
せ
、
組
織
の
フ
ラ
ッ
ト
化

を
図
る
た
め
で
す
。

議
案
甲
第　

号
…
第
４
次
多
久
市
総
合
計
画

２８

基
本
構
想
に
つ
い
て

　

第
４
次
総
合
計
画
策
定
に
際
し
て
は
、

「
住
み
た
い
美
し
い
ま
ち
多
久
」を
継
承
し
つ

つ
、
本
市
の
将
来
像
を
「
緑
園
に
輝
く
、
み

ん
な
で
創
る
文
教
・
安
心
・
交
流
の
ま
ち
多

久
」
と
定
め
ら
れ
、
現
在
の
厳
し
い
財
政
状

況
も
踏
ま
え「
選
択
と
集
中
」の
視
点
に
立
っ

た
ま
ち
づ
く
り
の
戦
略
確
立
と
重
点
施
策
推

進
を
計
画
し
て
い
る
。

議
案
甲
第　

号
…
多
久
市
過
疎
地
域
自
立
促

２９

進
計
画
に
つ
い
て

議
案
甲
第　

号
…
多
久
聖
廟
展
示
館
の
指
定

３０

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
甲
第　

号
…
多
久
市
東
原
庠
舎
の
指
定

３１

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
甲
第　

号
…
陸
上
競
技
場
等
の
指
定
管

３２

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
甲
第　

号
…
東
部
ふ
れ
あ
い
運
動
広
場

３３

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
甲
第　

号
…
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

４２

　

本
案
は
、
平
成　

年
４
月
開
校
予
定
の

２５

（
仮
称
）
多
久
市
立
中
央
小
・
中
学
校
建
設

の
た
め
の
用
地
取
得
に
つ
き
ま
し
て
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

２
万
１
６
５
１
・
２
５
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

取
得
予
定
価
格
は
、
７
２
９
９
万
６
２
８
７

円
で
、
契
約
の
相
手
は
８
名
で
す
。

　

平
成　

年
４
月
開
校
に
向
け
て
は
、
今
回

２５

用
地
を
取
得
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の

こ
と
か
ら
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
本
案
を
原

案
ど
お
り
承
認
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

 
産
業
厚
生
委
員
会 

議
案
甲
第　

号
…
多
久
市
社
会
福
祉
会
館
の

３４

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
甲
第　

号
…
多
久
市
老
人
福
祉
セ
ン

３５

タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
甲
第　

号
…
多
久
市
物
産
館「
朋
来
庵
」

３６

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
甲
第　

号
…
多
久
市
ふ
る
さ
と
情
報
館

３７

「
幡
船
の
里
」の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て

議
案
甲
第　

号
…
東
多
久
交
流
プ
ラ
ザ
の
指

３８

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
甲
第　

号
…
多
久
市
駐
車
場
の
指
定
管

３９

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
甲
第　

号
…
中
央
公
園
の
指
定
管
理
者

４０

の
指
定
に
つ
い
て

議
案
甲
第　

号
…
西
渓
公
園
の
指
定
管
理
者

４１

の
指
定
に
つ
い
て

　

以
上
の
８
議
案
に
つ
い
て
は
慎
重
に
審
査

し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

 
予
算
特
別
委
員
会 

議
案
乙
第　

号
…
平
成　

年
度
多
久
市
一
般

４６

２２

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

一
般
会
計
予
算
の
補
正
額
は
２
億
１
０
４

３
万
５
千
円
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
平
成　

年
２２

度
の
総
額
は
、
１
０
３
億
６
９
８
１
万
７
千

円
と
な
り
ま
す
。

　

人
件
費
で
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
職
員

の
期
末
・
勤
勉
手
当
等
の
減
、
早
期
退
職
予

定
者
の
退
職
手
当
の
増
額
等
。

委員会報告

委
員
会
審
査
報
告

り
条
例
の
施
設
整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
ま

し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
便
利
に
使

え
る
設
計
構
造
に
な
る
よ
う
に
コ
ン
サ
ル
と

も
協
議
を
行
い
な
が
ら
施
工
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 
質
問 
歩
道
橋
通
行
か
ら
市
道
（
５
号
）
上

の
原
・
中
小
路
線
横
断
時
の
安
全
性
に
つ
い

て
。

 
答
弁 
上
の
原
・
中
小
路
線
を
横
断
す
る
子

ど
も
達
の
人
数
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

計
画
に
よ
り
変
る
。
２
㎞
以
上
を
対
象
と
し

た
場
合
の
小
・
中
学
校
生
徒
数
は
２
６
４
名
、

３
㎞
以
上
を
対
象
と
し
た
場
合
は
５
２
９
名

と
な
る
。
通
学
時
間
帯
約
１
時
間
の
間
に
以

上
の
子
ど
も
達
が
、
道
路
を
横
断
す
る
時
の

安
全
に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
充
実

や
、
横
断
信
号
の
改
善
、
交
通
指
導
員
さ
ん

へ
の
ご
協
力
等
含
め
て
、
地
元
の
方
、
保
護

者
の
方
と
も
話
し
あ
い
を
し
て
い
く
中
で
、

よ
り
安
全
な
方
法
を
考
え
て
い
く
。

 
関
連
質
問 
補
助
金
な
ど
が
絡
ん
で
く
る
の

で
、
調
査
の
予
算
を
一
旦
付
け
る
と
造
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
物
に
な
っ
て
く
る
。
１
億

５
千
万
円
の
事
業
が
２
６
０
０
万
円
程
度
の

負
担
で
済
む
か
ら
と
の
安
易
な
部
分
が
無
い

の
か
。
通
学
路
対
策
全
体
を
考
え
ル
ー
ト
変

更
も
含
め
て
検
討
す
る
の
が
先
で
は
な
い
か
。

 
答
弁 
現
在
で
も
危
険
個
所
で
あ
る
。
学
校

再
編
も
行
い
小
学
生
も
通
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
安
全
確
保
に
は
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
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総
務
費
で
は
、
財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の

会
か
ら
寄
贈
を
受
け
る
桜
苗
木
２
０
０
本
の

植
栽
費
用
。

　

民
生
費
で
は
障
害
者
支
援
費
の
扶
助
費
等

の
費
用
、
生
活
保
護
世
帯
の
医
療
費
の
増
加

等
に
伴
う
扶
助
費
、
市
庁
舎
へ
の
授
乳
室
の

設
置
及
び
各
町
公
民
館
等
へ
子
供
用
補
助
便

座
等
の
設
置
費
用
。

　

衛
生
費
で
は
接
種
希
望
者
増
加
に
伴
う
子

宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
費
用
、
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
。

　

農
林
業
費
で
は
７
月
の
大
雨
で
大
豆
の
再

播
種
を
行
っ
た
農
家
へ
の
助
成
費
用
。

　

土
木
費
で
は
（
仮
称
）
中
央
・
小
中
学
校

建
設
に
伴
う
通
学
路
の
整
備
と
し
て
中
多
久

歩
道
橋
新
設
に
伴
う
測
量
・
地
質
調
査
委
託

料
。

　

こ
の
中
で
土
木
費
の
中
多
久
歩
道
橋
新
設

に
要
す
る
経
費
４
２
０
万
円
に
つ
い
て
の
意

見
が
多
数
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
に
反
対
の
委
員
か
ら
、
４
２
０

万
円
を
減
額
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
委
員
６
人
中
４
人
の
賛
成
で
修

正
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

修
正
議
決
さ
れ
た
部
分
を
除
く
原
案
は
全

員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
乙
第　

号
…
平
成　

年
度
多
久
市
給
与

４７

２２

管
理
・
物
品
調
達
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

　
　

⇩

議
案
乙
第　

号
…
平
成　

年
度
多
久
市
病
院

５３

２２

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

以
上
７
議
案
に
つ
い
て
は
原
案
ど
お
り
承
認

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

都
市
再
生
定
住
促
進
対
策
特
別
委
員
会

　

９
月　

日
及
び　

月
４
日
に
、
委
員
会
を

２１

１１

開
催
し
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

９
月　

日
に
は
、
定
住
促
進
官
民
協
働
プ

２１

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
会
議
よ
り
要
請
が
あ
り
、

同
メ
ン
バ
ー
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

実
際
に
宅
地
や
住
居
の
取
引
に
携
わ
っ
て
い

る
メ
ン
バ
ー
の
方
々
と
の
意
見
交
換
で
あ
り
、

現
場
の
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
有
意
義

で
し
た
。

　

定
住
促
進
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
問
題
に

な
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
、
買
い
物
施
設
が

無
い
、
子
育
て
が
し
に
く
い
、
母
親
の
働
く

場
が
無
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
多
久
は

何
も
な
い
、
魅
力
が
な
い
、
暗
い
イ
メ
ー
ジ

で
あ
る
、
と
い
う
事
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

住
宅
関
連
施
設
整
備
補
助
金
に
つ
い
て
も
、

分
譲
価
格
を
下
げ
る
た
め
に
も
存
続
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

月
４
日
は
、
直
近
の
定
住
奨
励
金
の
交

１１
付
状
況
の
説
明
が
あ
り
、
夏
場
位
ま
で
は
昨

年
を
下
回
る
交
付
状
況
で
あ
っ
た
が
、
現
段

階
で
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
水
準
に
な
っ
て
き
た

と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
新
た
な
定
住
促
進
政
策
を

広
く
宣
伝
す
る
た
め
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の

広
告
は
早
目
に
す
る
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
当
委
員
会
は
３
月
任
期
末
に
向
け

て
、
こ
れ
ま
で
の
審
議
を
振
り
返
り
な
が
ら

内
容
を
ま
と
め
て
い
き
、
総
合
的
な
定
住
促

進
施
策
を
提
言
す
る
計
画
で
す
。

議
会
等
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

　

議
会
基
本
条
例
文
に
つ
い
て
の
慣
用
的
表

現
の
修
正
を
行
っ
た
後
、
条
例
案
の
概
要
、

主
旨
、
目
的
背
景
な
ど
に
対
し　

月
４
日
と

１１

　

日
に
委
員
会
に
て
提
案
検
討
を
行
い
ま
し

１９た
。

　

ま
た
、　

月　

日
か
ら
の
各
区
長
会
で
概

１１

２９

要
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

更
に
、
今
後
は
１
月　

日
か
ら
２
月　

日

１１

１０

ま
で
市
民
の
皆
さ
ん
へ
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
に
よ
る
意
見
募
集
を
行
い
、
提
出
意
見
に

対
し
て
２
月
末
ま
で
に
検
討
整
理
を
終
え
、

３
月
議
会
で
議
員
提
案
、
４
月
１
日
よ
り
施

行
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た　

ペ
ー
ジ
に
概
要
、
主
な
条
例
の
基

１０

本
的
な
考
え
方
な
ど
を
、
抜
粋
で
記
載
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
討 
論

 
賛
成
意
見 
こ
の
地
形
は
北
か
ら
の
傾
斜
で
、

し
か
も
半
径
が
約
Ｒ　

と
通
常
の
道
路
規
格

４０

で
は
な
く
、
そ
の
他
の
道
路
と
し
て
『
徐
行
』

の
速
度
制
限
を
設
け
る
程
の
急
カ
ー
ブ
。
約

　

ｍ
手
前
ま
で
識
別
が
で
き
ず
、
横
断
歩
道

３４も
認
識
で
き
な
い
程
の
難
所
で
す
。

　

今
、
生
徒
達
は
現
実
と
し
て
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

真
に
子
ど
も
達
の
安
全
、
地
域
の
安
全
を

考
え
る
と
き
、
現
在
の
中
央
小
・
中
学
校
問

題
と
切
り
離
し
て
で
も
、
１
日
も
早
い
設
置

を
進
め
る
こ
と
が
義
務
と
考
え
ま
す
。

 
反
対
意
見 
ル
ー
ト
の
変
更
も
含
め
て
ト
ー

タ
ル
で
考
え
る
べ
き
問
題
で
、
部
分
的
な
課

題
の
解
決
策
を
先
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
。

多
く
の
歩
い
て
通
う
子
供
た
ち
の
安
全
確
保

を
考
え
た
場
合
、
通
学
途
中
に
様
々
な
問
題

が
出
て
く
る
。
あ
れ
も
や
り
ま
す
、
こ
れ
も

や
り
ま
す
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
全
体

の
中
で
何
処
に
集

中
し
て
お
金
を
使

う
か
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
１

億
５
千
万
円
で
歩

道
橋
を
作
っ
た
場

合
に
は
、
そ
こ
を

利
用
す
る
こ
と
が

前
提
と
な
り
抜
本

的
な
見
直
し
が
で

き
な
く
な
る
。

中多久環状線 やすらぎ荘前

中
多
久
環
状
線
歩
道
橋

設
置
調
査
費
に
つ
い
て



１０
平成２３年３月（第７号）　多久市議会だより

『議会基本条例』の素案について
　近年、全国的に地方議会で議会基本条例の制定に向けた動きが活発になっております。
　そのため、市民代表である市議会は市民の意思を正しく汲み上げ行財政運営に反映させなければなりま
せん。
　よって、地方議会を活性化するための議会基本条例の制定運動が進み、当市議会でも必要性を認識し、
議会改革の一環として平成２１年９月から取り組んでまいりました『多久市議会基本条例』の素案がまとま
りましたので市民の皆様にご報告いたします。
　この議会基本条例の素案は前文と７つの章（全１７条）より構成しております。
　その中で、基本条例の前文には当市議会がどのような運営を通じて市民、行政とかかわっていくか議会
と議員のあり方について定めています。
　また、目的として身近な議会として、市政の情報公開と共有、住民参加を基本とすることを明記してい
ます。さらにこの条例を議会における最高規範として位置付けし、議会と議員の役割・責務や市民参加の
拡大、市長等との独立、対等の立場を維持し、議員間討議の推進などを明確に規定しております。
　その特色的な条文を抜き出し説明させて頂きます。

　第４条（市民との関係）では、委員会の許可制を改め、原則公開し、市民参加を促すための意見交
換の場を設けることができるように規定しています。
【基本的な考え方】
　市民と議会の関係の機軸として、市民参加を推進しながら多様な意見を吸い上げ、市民本位の立場
に立って、政策立案の強化と適正な監視・評価を行う事を規定するものです。
　また、市民参加については、市民との意見交換会を設け充実を図ろうとするものです。

　第５条（議会報告会）では、年１回以上市民に対し議会報告会を開催するように規定しています。
【基本的な考え方】
　議案等の審議及び審査の内容についての報告会を、議会自らが積極的に、また定期的に実施する事
を規定するものです。

　第６条（市長等との関係）では、本会議等に出席した市長等の職員は、これまで答弁のみしか認め
られていなかったのが、改定により議長の許可を得て議員へ逆質問することができるように規定して
おります。
【基本的な考え方】
　議員と市長は、直接選挙で選ばれ、ともに市民を代表しており、それぞれ直接市民に責任を負う二
元代表制における議会と市長との関係において、市長等は執行権、議会は監視権等の権能の相違をふ
まえ、市長等とともに、市政の発展に取り組むことを規定するものです。

　第１０条（議員間の討議）では、議会の審議にあたって結論を出す場合にあっては、議員は意見を述
べ合う討議を十分行い合意形成を図ることを規定しております。
【基本的な考え方】
　議会の審議にあたっては、議員が意見を述べ合う討議が十分行われることにより、論点及び争点が
明らかになってきます。このため、議案の審査に当たっては、自由な討議に努めるとともに、議論を
尽くして合意形成を図るよう規定するものです。

　最後に、この条例の素案は、パブリックコメントを通じ市民の意見を収集し検討報告等を済ませ、最終
案として平成２３年３月議会で議員提案を行い、施行については議決以降となります。

議会基本条例



多久市議会だより　平成２３年３月（第７号）
１１

平成22年11月 市議会定例会 議決結果平成22年11月 市議会定例会 議決結果
備　考議　　　　　　案　　　　　　名議案番号

原案可決多久市職員給与条例の一部を改正する条例議案甲第２６号

原案可決多久市課設置条例議案甲第２７号

原案可決第４次多久市総合計画基本構想について議案甲第２８号

原案可決多久市過疎地域自立促進計画について議案甲第２９号

原案可決多久聖廟展示館の指定管理者の指定について議案甲第３０号

原案可決多久市東原庠舎の指定管理者の指定について議案甲第３１号

原案可決陸上競技場の指定管理者の指定について議案甲第３２号

原案可決東部ふれあい運動広場の指定管理者の指定について議案甲第３３号

原案可決多久市社会福祉会館の指定管理者の指定について議案甲第３４号

原案可決多久市老人福祉センターの指定管理者の指定について議案甲第３５号

原案可決多久市物産館「朋来庵」の指定管理者の指定について議案甲第３６号

原案可決多久市ふるさと情報館「幡船の里」の指定管理者の指定について議案甲第３７号

原案可決東多久交流プラザの指定管理者の指定について議案甲第３８号

原案可決多久市駐車場の指定管理者の指定について議案甲第３９号

原案可決中央公園の指定管理者の指定について議案甲第４０号

原案可決西渓公園の指定管理者の指定について議案甲第４１号

原案可決財産の取得について議案甲第４２号

原案可決市長の専決処分事項指定の件議案甲第４３号

原案可決平成２２年度多久市一般会計補正予算（第３号）議案乙第４６号

原案可決平成２２年度多久市給与管理・物品調達特別会計補正予算（第２号）議案乙第４７号

原案可決平成２２年度多久市土地区画整理事業特別会計補正予算（第３号）議案乙第４８号

原案可決平成２２年度多久市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）議案乙第４９号

原案可決平成２２年度多久市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）議案乙第５０号

原案可決平成２２年度多久市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）議案乙第５１号

原案可決平成２２年度多久市水道事業会計補正予算（第２号）議案乙第５２号

原案可決平成２２年度多久市病院事業会計補正予算（第１号）議案乙第５３号

原案可決環太平洋経済連携協定（TPP）交渉参加への慎重な対応を求める意見書意見　第１１号

原案可決子ども手当財源の地方負担に反対する意見書意見　第１２号

原案可決ロシア大統領の北方領土訪問に対し、毅然とした外交姿勢を求める意見書意見　第１３号

議決結果



議長交際費（Ｈ２２．１１〜Ｈ２３．１）  　  　    （単位：円）
金　額件　数区　分種　別

００当回分弔　 意 ３,０００１累　計
００当回分見 舞 い ００累　計

１０,０００１当回分御 祝 ３８,０５０７累　計
0０当回分賛 助 ００累　計
００当回分激 励 金 ００累　計

３,０００１当回分接 遇 ３,０００１累　計
２,０００１当回分会 費 ２０,０００３累　計
３,０００１当回分そ の 他 ６,３５0２累　計
１８,０００４当回分計 ７０,４００１４累　計

議会の は ななな し

発行／多久市議会　多久市北多久町大字小侍７番地１
　　　始 ０９５２−７５−４８２８　姉 ０９５２−７５−２１１０　E-mail gikai@city.taku.lg.jp

編集／議会広報委員会
印刷／株式会社 音成印刷

中央中保護者との懇談会（12/24・北多久公民館［天山荘］）

出初式（1/9・羽佐間河川敷付近）

植樹祭（2/18・西渓公園）

北方領土返還要求佐賀県民集会（2/5・諸富ゆうあい館）
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　地方公共団体の議決機関は議会であり、本会議のことを指称する。
　本会議と委員会は並存の組織であるが、委員会は、議会内部組織と
して本会議の機能の一部分担の機関であり、対
外的にはいかなる効力を持つものではなく、委
員会審査の結果に基づき本会議で審議し、議決
することによってはじめて議会の意思決定と
なるものである。

本会議と委員会の性格は？
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（累計は２２年度計）


